
☆令和 5 年 4 月 22 日（土）：

  「アートシーン」第 5 回  

～息子（27 歳）の趣味～

知的障害と自閉症のある息子に、何か文化的な習い事をさせたい、楽しめることはないかと

探していたときに、障害者を受け入れている絵画教室、ピアノ教室に出合いました。

小４から始めて１７年、理解のある指導者のおかげで、絵もピアノも続けてきました。

登山、水泳、ランニングなど、母であるわたしの影響でスポーツも楽しんでいますが、今回は

息子の作品と絵画教室を紹介させていただくことになりました。

息子が通っているアトリエエピは亀山にあります。主宰者である森敏子先生は、描き方や色

の選び方などはいっさい指導せず、本人の好きなように描かせてくださいます。毎回その季節

らしいモチーフが机に置かれていて、受講生はみな思い思いに描いています。水彩、油彩、色鉛

筆、クレヨンなど画材もさまざま。みなさん集中して制作に取り組んでいるのが印象的です。

１，２年に１度、作品展も開催していただいています。当会の会員さんのお子さんも何人かいら

っしゃいます。

うちの息子は遠近感や立体感のある絵はなかなか描けませんが、アトリエにいる時間は心が

解き放たれたような貴重な時間になっています。

☆以下、アトリエ、指導者、本人の絵を掲載させていただきます。

  

アトリエエピ              指導者と息子
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八朔の絵を描く息子        ハロウィーンのかぼちゃ

  

空き瓶                里芋

（四日市ブロック 藤井 滋子）
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